





















































問38 44% 37% 11% 7% 
問42 7% 15% 49% 30% 
問43 26% 37% 22% 15% 
問44 22% 11% 15% 52% 
問47 74% 19% 7% 0% 
問48 26% 41% 26% 7% 
問49 33% 33% 15% 19% 
問50 22% 26% 30% 22% 
問52 30% 49% 7% 15% 
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問44 7% 19% 26% 48% 
問45 26% 19% 22% 33% 
問47 44% 52% 4% 0% 
問48 15% 33% 37% 15% 
問49 7% 48% 37% 7% 
問50 11% 19% 52% 19% 
問52 11% 41% 37% 11% 





























好き」は 81%から 52%へと 30%程度落としている。
これには3つの理由があると考えている。
1つ目が，第6学年に配列された単元そのものに親
しみをもてなかった点である。これまでの学年と大き
く違うのが，第6学年では抽象的なものを扱うことが
多くなっていることである。また，得た知識を活用し
て問題解決にあたっていくケースも多く，知識を習得
することに課題がある子どもにとっては難しく感じた
ようである。難しい問題にあたったときにそれを超え
ようとする力をつけたり，成長的マインドセットの経
験をさせたりするべきであった。
2つ目が，本年度本校が研究している 「省察性」の
高まりとの関連である。子どもたちの省察性が高まれ
ば高まるほど，「自分をもう一人の目で見ることができ
る」といえる。例えば，これまでは「何となく好き」
と言っていたものを，根拠をもって判断しようとした
り，他教科と比べたり関連付けたりしながら判断しよ
うとしたりする。省察性が高まったと感じた瞬間は，
本実践の第6時である。それは，授業後のまおの振り
返りに記していた文章である。「今日は実験を各班でし
たけど，今回の問題と離れた実験もあったと思う。問
題にあった実験をする方がわかりやすい。」まおは，授
業の終末にもう一度自分たちの実験をとらえなおした
のであろう。こういった自分を俯諏的に見る力が備わ
れば備わるほど，「学習が好き」という判断も様々な視
点で考えようとするといえる。単なる「楽しかった」
という事実のみで考えることがなくなる。
今後も「学びを活用しようとする」子どもの育成を
目指していくと共に，学びの意欲を落とさない子ども
の育成を目指したり，省察性の高い子どもが「理科の
学びが楽しい」と思える授業の在り方を探っていく。
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